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「安心▷ 誇り▷ 挑戦 ひろしまビジョン」改定の骨子案 

≪概要版≫ 
 

１ 改定の趣旨 

10 年後を展望して策定した「安心▷誇り▷挑戦 ひろしまビジョン（令和２年 10 月策定）」

について、折り返しとなる令和７年度末を目指して見直しを行います。 

（見直しの視点） 

・将来を展望する上で必要な社会情勢の変化への対応 

・現行ビジョンにおける取組の成果や課題を踏まえた新たな対応策の検討など 

 

 

２ 基本理念及び目指す姿 

「安心▷ 誇り▷ 挑戦 ひろしまビジョン」に掲げる基本理念と目指す姿は変更せず、引き

続き、県民一人一人が夢や希望に挑戦できる社会を目指します。 

 

【基本理念】 

 

 

 

 

【目指す姿】 

 

 

 

 

３ ビジョン策定後に顕在化した、特に考慮が必要な情勢変化 

（１）想定を上回るペースで進む人口減少 

○ 本県の人口は、ビジョン策定時に試算した推計を上回るペースで減少。 

○ その要因として、自然動態では、合計特殊出生率が見込みを上回るペースで低下。

また、「独身者の結婚希望率」の低下や「独身者の理想子供数」の減少により、「県民

希望出生率」が低下しており、今後、自然減が更に進むことが懸念。 

○ 社会動態では、日本人の転出超過が継続しており、特に 20 歳から 24 歳までの若

年層が、令和２年から令和６年の社会増減累計の約７割を占めている。 

 

 

 

将来にわたって、「広島に生まれ、育ち、住み、働いて良かった」と心から思える

広島県の実現 

 

県民一人一人が「安心」の土台と「誇り」により、夢や希望に「挑戦」しています 

～仕事も暮らしも。里もまちも。それぞれの欲張りなライフスタイルの実現～ 
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（２）急増する県内の外国人労働者や観光客、緊迫化する国際情勢 

○ 「技能実習制度」から「育成就労制度」への移行予定に加え、特定技能対象分野の

追加も検討され、国内に定着する外国人労働者数の更なる増加が見込まれている。 

○ 令和６年の外国人観光客数は過去最高を記録。広島空港国際線復便や新規就航が進

み、国際航空ネットワークの利便性が向上したことなどから、今後も更なる増加が見

込まれている。 

○ ロシアによるウクライナ侵略や中東情勢の不安定化などにより、国際情勢は緊張を

増している。特に、核軍縮をめぐっては、核兵器保有国と非保有国との対立が依然と

して深刻であり、具体的な進展が見られない状況が続いている。 

 

（３）急速に革新・普及が進むデジタル技術と関連産業の発展 

○ 近年急速に普及したＡＩ技術は、自律的に行動する「ＡＩエージェント」技術へと

進化し、自律的な情報収集やシステム開発のほか、工場等でのオートメーション技術

の進化など大きな変革をもたらすことが期待。 

○ 一方、デジタル人材の大都市圏偏在による人材不足や、ＡＩ・デジタル技術の発展

に伴うプライバシー侵害やデータ漏洩、サイバー犯罪増加といった問題への対策が必

要。 

 

（４）自然災害の激甚化・頻発化や顕在化したリスクへの対応 

  ○ 近年、台風や集中豪雨に伴う風水害や土砂災害、地震災害などの自然災害が激甚

化・頻発化しており、全国各地で甚大な被害が発生。 

○ 令和６年能登半島地震では、道路の寸断等により、多くの地域で支援を受けられな

い孤立状態に陥ったほか、上下水道、電力、通信などの生活インフラの復旧に時間を

要したことにより、避難生活が長期化するなど、災害関連死につながる課題が顕在

化。 

 

（５）インフレ傾向と賃金上昇の兆し、不確実性の高まる経済情勢 

○ 原材料価格やエネルギー価格の高騰が長期化している状況に加え、アメリカの関税

措置により、先行きが極めて不透明となる中、自動車産業をはじめとする様々な産業

において影響が懸念。 

○ このような厳しい経済情勢の中にあっても、デフレからの脱却に向け、賃金と物価

の好循環を定着させ、経済の正のスパイラルを実現させる必要がある。 

 

４ 改定のポイント 

（１）目指す姿の実現に向けた今後５年間の方向性の設定  

今後５年間においても、県民一人一人が夢や希望に挑戦し、仕事と暮らしの充実を感

じられる社会を実現していくためには、こうした社会経済情勢の変化に柔軟に対応した

施策を着実に進めていく必要があります。 
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本県では、これまで、保育・教育・医療の充実、住環境の向上など、家族が一緒に暮

らしやすい社会を実現することは、単身世帯やひとり親世帯、高齢世帯など、様々な世

帯形態の人々みんなが暮らしやすい社会につながるという考えのもと、「ファミリー・

フレンドリー」な広島県づくりを進めてきました。 

今回の改定では、この「ファミリー・フレンドリー」を、社会経済情勢の変化を踏ま

えた取組に深（シン）化させ、これまで以上に進（シン）展、浸（シン）透させること

で、将来にわたって家族が暮らしやすい、ひいては、みんなが暮らしやすい広島県を実

現することとし、「シン・ファミリーフレンドリー “家族で暮らしやすいまちは、誰も

が暮らしやすい”」を目指す姿の実現に向けた今後５年間の方向性に据え、施策を行っ

てまいります。 

 

シン・ファミリーフレンドリー 
“家族で暮らしやすいまちは、誰もが暮らしやすい” 

家族が一緒に暮らしやすい社会を実現することは、単身世帯やひとり親世帯、 

高齢世帯など、どのような世帯の人にとっても暮らしやすい社会につながるという 

「ファミリー・フレンドリー」を深化・進展・浸透させ、情勢変化に応じた 

「ファミリー・フレンドリー」な広島県を創っていきます。 

 

 

想定を上回るペースで進む
人口減少

急速に革新・普及が進む
デジタル技術と関連産業の発展

自然災害の激甚化・頻発化や
新たに顕在化したリスク

急増する県内の外国人労働者や
観光客、緊迫化する国際情勢

こうした情勢変化に対応しながらもビジョンの目指す姿を実現するため、

「県民の挑戦を後押し」「特性を生かした適散・適集な地域づくり」を前提に、

「シン・ファミリーフレンドリー “家族で暮らしやすいまちは、誰もが暮らしやすい”」

を今後５年間の方向性として、施策を推進していきます

インフレ傾向と賃金上昇の兆し、
不確実性の高まる経済情勢

心身ともに健康で、安全・安心な生活を送ることができる環境づくり

安心して妊娠・出産し、子供・若者が
健やかに育つ社会づくり

あらゆる世代が楽しみ、
地域に誇りを持つことができる魅力づくり

多様な主体が、生き生きと
働きがいをもって活躍できる仕事づくり

都市と自然の近接性を生かした、
適散・適集な地域の魅力の磨き上げ

子 供 ・ 子 育 て

教 育

健 康

医 療 ・ 介 護

地 域 共 生 社 会

防 災 ・ 減 災

治 安 ・ 暮 ら し の 安 全

働き方改革・多様な主体の活躍

産 業 イ ノ ベ ー シ ョ ン

農 林 水 産 業

観 光

ス ポ ー ツ ・ 文 化

平 和

持 続 可 能 な ま ち づ く り

中 山 間 地 域

交 流 ・ 連 携 基 盤

環 境

目指す姿の実現に向けた施策の柱と17の施策領域
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（２）目指す姿の実現に向けた施策の柱ごとの見直し 

社会経済情勢が変化する中にあっても、ひろしまビジョンに掲げる目指す姿を実現

するため、施策の柱ごとに、施策の取組の方向の見直しを行います。 

 

【安心して妊娠・出産し、子供・若者が健やかに育つ社会づくり】 

  対象施策領域：子供・子育て、教育 

 

 

 

 

 

 
 

  

施策 領域

社会的療育の充実・強化

ひとり親家庭の自立支援の推進

取組の方向とその見直し理由

結婚、妊娠・出産の希望の実現を後押しする環境の整備【新規】

妊娠期からの見守り・支援の充実

子供の居場所の充実

多様なライフスタイルに応じた子育て環境の整備【見直し】
　ライフスタイルの多様化による放課後児童クラブのニーズの高まりを踏まえて、
　放課後児童クラブについて追加

　子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律（R6）が公布され、地方公共団体等が各種支援に
　努めるべき対象にヤングケアラーが明記されたことを踏まえ、ヤングケアラーについて追加

　子育てに対するポジティブなイメージを抱くことができるとともに、子供を持ちたいと希望する
　人が安心して妊娠・出産・子育てできる取組について追加

子供と子育てにやさしい環境整備

子供の悩みに対する支援【新規】

児童虐待防止対策の充実

子

供

・

子

育

て

誰もが安心して学習できる環境づくりの推進【見直し】

乳幼児教育・保育の充実

学びの変革の推進

高等教育の充実

学びのセーフティネットの構築

　（「教育」、「働き方改革・多様な主体の活躍」内の関連する取組の方向に再編）

　いじめや暴力行為等の問題行動の未然防止に係る取組や相談体制などの支援の充実
　について追加

特別支援教育の充実

キャリア教育・職業教育の推進

キャリア教育の推進【見直し】
　キャリア教育の観点で職業教育を実施する必要があることから、表現を修正

リカレント教育の充実【再編】

教

育
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【心身ともに健康で、安全・安心な生活を送ることができる環境づくり】 

  対象施策領域：健康、医療・介護、地域共生社会、防災・減災、 

治安・暮らしの安全、環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「運動・食・集い」を軸とした介護予防の推進

ライフステージに応じた県民の健康づくりの推進

県内企業と連携した「からだとこころ」の健康づくりの推進

がんなどの疾病の早期発見・早期治療の推進

高齢者が生きがいをもって活躍できる生涯現役社会づくりの推進

健

康

救急医療体制の確保

災害や新興感染症等の発生時における体制の強化

高度医療機能と地域の医療体制の確保

地域包括ケアシステムの質の向上

福祉・介護人材の確保・定着・育成

福祉・介護人材の確保・育成・定着及び生産性の向上【見直し】
　介護業界の人手不足を背景に、生産性向上の取組について追記

介護サービス基盤の安定化

医

療

・

介

護

住民と多様な主体の連携・協働による課題の解決

障害者とその家族が安心して生活できる環境整備

外国人が安心して生活できる環境整備

多様性を認め、それぞれの違いを尊重し合う環境づくり

ＤＶ被害者や困難な状況にある女性等への支援体制の確保【新規】
　ＤＶ防止法の改正（R6）や女性支援新法の施行（R6）を踏まえて、ＤＶ被害者や困難な
　状況にある女性等への支援について独立して明記

地

域

共

生

社

会
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　災害関連死に影響する事象（避難所の生活環境の悪化）など、能登半島地震等で顕在化
　した課題を踏まえた取組について追加

大規模災害等への初動・応急対応の強化

きめ細かな災害リスク情報の提供

自主防災組織の体制強化

自主防災組織等における防災活動の促進【見直し】
　自主防災組織における呼びかけ体制の構築にとどまらず、災害時に避難の呼びかけが確実に
　行われることが重要であることから、避難行動の実践に向けた防災活動の促進について明記

避難所の環境改善等と情報発信

避難所の生活環境の改善等と情報発信【見直し】

ハード対策等による事前防災の推進

ハード・ソフト一体となった対策による事前防災の推進【見直し】
　災害が頻発・激甚化する中、ソフト対策の充実やあらゆる関係者との協働による事前防災
　対策の重要性が高まっていることから、表現を修正

デジタル技術を活用したインフラマネジメントの推進

防災教育の推進

防

災

・

減

災

食品の安全・安心確保対策

水道事業の広域連携

県民総ぐるみ運動の推進

新たな犯罪脅威への対処

交通事故抑止に向けた総合対策

犯罪被害者等への支援

消費者被害の防止と救済

安全・安心な消費生活の確保【見直し】
　消費生活については、消費者がより良い商品・サービスを自主的・合理的に選べる環境
　確保等の幅広い取組も重要であることから、表現を修正

治
安
・
暮
ら
し
の
安
全

自然環境と生物多様性の保全

県民・事業者の自主的取組の促進

ネット・ゼロカーボン社会の実現に向けた地球温暖化対策の推進

地域環境の保全

廃棄物の適正処理

環

境
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【あらゆる世代が楽しみ、地域に誇りを持つことができる魅力づくり】 

  対象施策領域：観光、スポーツ・文化、平和 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

誰もが快適かつ安心して楽しめる受入環境整備

広島ファンの増加

３つの柱（「ブランド価値の向上につながる魅力づくり」「誰もが快適かつ安心し
て楽しめる受入環境整備」「広島ファンの増加」）を支える土台づくり【新規】

　観光業界の人手不足等を背景に、新たな観光人材を育成・確保するための取組やデジタル
　技術等を活用した業務効率化など、観光産業を支える土台作りについて追加

ブランド価値の向上につながる魅力づくり

「おいしい！広島」の推進【新規】
　県民及び県外からの来訪者にひろしまの多彩な食資産が十分に評価されていないことを
　背景に、ひろしまは美味しさの宝庫であることの認知・共感を高める取組を独立して明記

観

光

　県民の価値観やライフスタイルが多様化する中で、生活に安らぎや幸せなどの豊かさをもた
　らすという文化芸術の本質的な価値を県民が実感できるよう取り組むこととし、表現を修正

スポーツを活用した地域活性化

誰もがスポーツに親しむ環境の充実

スポーツ競技力の向上

文化芸術に親しむ環境の充実

文化芸術を楽しめる機会の充実と魅力発信【見直し】

ス

ポ

ー

ツ

・
文

化

広島が有する経験や資源を生かした次世代平和人材の育成【見直し】
　被爆者の高齢化や減少を踏まえ、核兵器廃絶に向けた取組を将来的に担う若者の人材育
　成を加速することとし、表現を修正

持続可能な平和推進メカニズムの構築

核兵器廃絶に向けた新たな政策づくりと多国間枠組みの形成

平和の取組への賛同者の拡大と世界への働きかけ

多国間枠組みの形成を目指した国際社会への働きかけと賛同者の拡大【見直し】
　（県民への分かりやすさの観点から表現を修正）

広島が有する経験や資源を生かした復興・平和構築

平

和
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【多様な主体が、生き生きと働きがいをもって活躍できる仕事づくり】 

  対象施策領域：働き方改革・多様な主体の活躍、産業イノベーション、 

農林水産業 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者の就労促進

障害者の活躍促進

外国人が円滑かつ適切に就労し、安心して生活できる環境整備

働き方改革の促進

人的資本経営の促進【見直し】
　労働人口の減少や技術等環境変化が進む中で、変化に柔軟に対応しながら企業の持続的な
　成長を目指す「人的資本経営」の取組を促進する必要があることから、表現を修正

女性の活躍促進

若年者等の県内就職・定着促進

働
き
方
改
革
・多
様
な
主
体
の
活
躍

（「産業イノベーション」、「働き方改革・多様な主体の活躍」内の関連する取組の方向に再編）

企業誘致・投資誘致の促進

県経済を牽引する企業の育成・集積

中小企業・小規模企業の経営改善による生産性の向上

海外展開の促進

企業等の研究開発の支援

基幹産業であるものづくり産業の更なる進化

広島の強みを生かした新成長産業の育成

広島の強みを生かした先端・成長産業の育成・集積【見直し】
　今後、市場の成長が見込まれている半導体産業などの先端技術産業の育成・集積が必要で
　あることから、表現を修正

イノベーション環境の整備

産業ＤＸ・イノベーション人材の育成・集積【再編】

産
業

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
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【都市と自然の近接性を生かした、適散・適集な地域の魅力の磨き上げ】 

  対象施策領域：持続可能なまちづくり、中山間地域、交流・連携基盤 

 

 

 

  

　「瀬戸内さかな」の名称で地魚のブランド強化を進めていることから、表現を修正

森林資源利用フローの推進

海外展開を見据えたかき生産出荷体制の構築

持続可能なかき生産出荷体制の再構築【見直し】
　海洋環境の変化やかき殻の堆積超過など、新たに顕在化している課題を踏まえ、持続可能
　なかき生産出荷体制の再構築の取組について追加

瀬戸内の地魚の安定供給体制の構築

瀬戸内さかなの安定供給体制の構築【見直し】

森林資源経営サイクルの構築

地域の核となる企業経営体の育成

スマート農業の実装等による生産性の向上

担い手への農地集積と基盤整備

新規就業者等の新たな担い手の確保・育成

中山間地域農業の活性化

地域の核となる担い手の育成【見直し】

担い手の経営発展に向けた生産性の向上【見直し】

担い手への農地集積と基盤整備・保全管理【見直し】
　生産性の高い持続可能な農業の実現に向けて、担い手の確保・育成、生産性の向上、農地
　の有効活用といった各施策を総合的に推進するため、取組の方向を再編

持続可能な広島和牛生産体制の構築

農

林

水

産

業

人を惹きつける魅力ある都心空間の創出

機能集約された都市構造の形成

ネットワーク及び交通基盤の強化

災害に強い都市構造の形成

地域と連携し、地域の特性を生かしたまちづくりの推進

データと新技術を活用したまちづくり（スマートシティ化）の推進

新しい生活様式に対応したまちづくりの推進

ゆとりと魅力あるまちづくりの推進【見直し】
　社会情勢の変化（コロナの終息）に伴い、表現を修正

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
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人材の発掘・育成、ネットワークの拡大

地域を支える人材の確保・育成【見直し】
　地域活動を支える地域内外の人材の確保や、コミュニティの形成に向けた仕組みを構築する
　必要があることから、表現を修正

新たな事業展開に向けたチャレンジ支援

中小企業の成長支援

地域産業の維持・成長支援【見直し】

　生活を支える各種機能が低下している中で、地区・集落の住民自治体制の見直しなど、地域の変化
　に的確に対応していく必要があることから、集落対策について追加

　人口減少が加速する中、地域コミュニティ内での日常生活に必要な移動の確保が必要で
　あることから、表現を修正

中心地と周辺地域等の連携を支える基盤整備

持続可能な地域づくりに向けた集落対策の推進【新規】

　人口減少、高齢化が加速する中で、生活の糧を得るための働く場の維持・創出に向けた
　取組を一層推進する必要があることから、表現を修正

デジタル技術を活用した暮らしの向上

安心して暮らせる生活環境の確保【見直し】
　地域の実態に応じた生活基盤の確保により、安心して暮らせる生活環境づくりを一層推進
　する必要があることから、表現を修正

持続可能な生活交通体系の構築

暮らしを支える生活交通の確保【見直し】

中

山

間

地

域

人・モノの流れを支える道路ネットワークの構築

世界とつながる空港機能の強化

世界標準の港湾物流の構築とクルーズ客船の寄港環境の整備

クルーズ客船の寄港環境の整備【見直し】

産業活動の基盤となる物流ネットワークの構築【見直し】
　運輸業界の人手不足を背景に、取組の方向を再編し、物流最適化に向けた取組を独立して
　明記

交

流

・
連

携

基

盤



11 

（３）今後５年間で特に注力する重点項目の設定 

ひろしまビジョンの折り返し後の５年間においては、人口減少の抑制と持続的な地域

社会・経済成長の実現に向けて、「シン・ファミリーフレンドリー“家族で暮らしやす

いまちは、誰もが暮らしやすい”」の考え方も取り入れながら、次のとおり、特に対象

とすべき範囲を明確に示し、重点的に取組を進めていきます。 

 

若者応援 

若者を中心とした転出超過に歯止めがかかっておらず、特に若年層の減少は、地域経済

の縮小、社会保障費負担の増大、地域の担い手不足など、社会・経済活動に深刻な影響を

及ぼします。 

若者を惹きつける魅力的な産業の集積や、若者が働きたいと思えるような職場環境整

備、若者目線の地域の魅力や暮らしやすさの向上など、若者が楽しみながら暮らし、働く

ことができる広島県の実現に取り組みます。 

 

子育て応援 

本県の人口減少の要因の約９割は自然減によるものであり、人口減少の抑制に向けて

は、子供を持ちたいと願う人を増やし、妊娠・出産、子育てに関する県民の皆様の希望の

実現を後押ししていくことが必要です。 

子供を持ちたいという希望の実現を阻害する課題への対策を総合的に講じることによ

り、子育てしやすく、暮らしやすい環境作りに取り組みます。 

 

女性応援 

女性の活躍は、労働力人口を確保するとともに、企業や社会を成長させていくための多

様性を高めるための重要な要素です。また、女性が働きやすく子育てしやすい環境を作る

ことは、出生率の向上にもつながります。近年、本県の女性の就業率は着実に上昇してい

るものの、家庭での家事・育児負担は依然として女性に偏っている現状があります。 

女性の社会における更なる活躍や、子供を持ちたいと思う希望の実現に向けて、働きや

すい職場環境作りや女性の家庭内における負担の軽減に取り組みます。 

 

外国人応援 

生産年齢人口が減少し、人手不足が更に深刻化する状況において、外国人労働者の活躍

は、労働力不足を解消する上で重要な役割を担っています。また、高度外国人材の受入れ

は、企業のイノベーション創出や海外展開など競争力強化に不可欠であるほか、多様性を

受け入れる組織文化を醸成し、日本人従業員の成長を促す効果も期待できます。 

外国人から選ばれる広島県となるため、様々な外国人が働きやすく、暮らしやすい社会

の実現に取り組みます。 

 

強固な経済基盤の確立 

世界経済の不安定化など様々なリスク要因がある中において、県民の皆様が夢や希望を

あきらめることなく挑戦するためには、本県経済の安定的な成長が不可欠です。 

先端産業の振興や生産性の向上による持続的な賃上げの実現などの取組などにより、県

経済の成長を促し、賃金と物価の好循環を定着させることで、県民生活を支えます。  
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若者を惹きつける魅
力的な産業の集積や、
若者が働きたいと思
えるような職場環境
整備、若者目線の地
域の魅力や暮らしや
すさの向上など、若
者が楽しみながら暮
らし、働くことがで
きる広島県の実現に
取り組みます。

女性の社会における
更なる活躍や、子供
を持ちたいと思う希
望の実現に向けて、
働きやすい職場環境
作りや女性の家庭内
における負担の軽減
に取り組みます。

子供を持ちたいとい
う希望の実現を阻害
する課題への対策を
総合的に講じること
により、子育てしや
すく、暮らしやすい
環境作りに取り組み
ます。

外国人から選ばれる
広島県となるため、
様々な外国人が働き
やすく、暮らしやす
い社会の実現に取り
組みます。

若者応援 女性応援子育て応援 外国人応援

先端産業の振興や生産性の向上による持続的な賃上げの実現などの取組により、県経済の成
長を促し、賃金と物価の好循環を定着させることで、県民生活を支えます。

強固な経済基盤の確立

今後５年間で特に注力する重点項目
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安心▷ 誇り▷ 挑戦 ひろしまビジョン改定後の体系図（案） 

 
強 固 な 経 済 基 盤 の 確 立

心身ともに健康で、安全・安心な生活を送ることができる環境づくり

安心して妊娠・出産し、子供・若者が
健やかに育つ社会づくり

あらゆる世代が楽しみ、
地域に誇りを持つことができる魅力づくり

多様な主体が、生き生きと
働きがいをもって活躍できる仕事づくり

都市と自然の近接性を生かした、
適散・適集な地域の魅力の磨き上げ

将来にわたって、「広島に生まれ、育ち、住み、働いて良かった」と心から思える広島県の実現

基本理念

県民一人一人が「安心」の土台と「誇り」により、夢や希望に「挑戦」しています
～仕事も暮らしも。里もまちも。それぞれの欲張りなライフスタイルの実現～

目指す姿

子 供 ・ 子 育 て

教 育

健 康

医 療 ・ 介 護

地 域 共 生 社 会

防 災 ・ 減 災

治 安 ・ 暮 ら し の 安 全

働き方改革・多様な主体の活躍

産 業 イ ノ ベ ー シ ョ ン

農 林 水 産 業

観 光

ス ポ ー ツ ・ 文 化

平 和

持 続 可 能 な ま ち づ く り

中 山 間 地 域

交 流 ・ 連 携 基 盤

環 境

（１）県民の挑戦を後押し （２）特性を生かした適散・適集な地域づくり

目指す姿の実現に向けた基本的な考え方

シン・ファミリーフレンドリー “家族で暮らしやすいまちは、誰もが暮らしやすい”

家族が一緒に暮らしやすい社会を実現することは、単身世帯やひとり親世帯、高齢世帯など、
どのような世帯の人にとっても暮らしやすい社会につながるという「ファミリー・フレンドリー」を
深化・進展・浸透させ、情勢変化に応じた「ファミリー・フレンドリー」な広島県を創っていきます。

目指す姿の実現に向けた今後５年間の方向性

目指す姿の実現に向けた施策の柱と17の施策領域

今後５年間で特に注力する重点項目

若 者 応 援 女 性 応 援 子 育 て 応 援 外 国 人 応 援


